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一
六
五
○
年
代
以
降
の
紅
毛
流
外
科
の
普
及
は
、
国
内
外
の
薬

草
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
始
ま
り
は
、
紅
毛
流
外
科
の

祖
と
さ
れ
る
出
島
蘭
館
医
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
日
本

を
離
れ
た
直
後
の
一
六
五
二
年
の
本
草
書
の
注
文
で
あ
る
。
オ
ラ

ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
資
料
に
は
、
そ
の
後
も
繰
り
返
し
そ
の
よ

う
な
本
草
書
の
注
文
と
納
品
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
出
島

商
館
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
人
た
ち
は
年
に
一
回
長
崎
と
そ
の
近
郊
へ
の

日
帰
り
遠
足
が
許
可
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
機
会
に
日
本
側
は
藺
館

医
か
ら
地
元
の
薬
草
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
。

一
六
六
六
年
、
幕
府
は
東
イ
ン
ド
会
社
に
対
し
、
薬
草
に
詳
し
い

人
物
を
派
遣
し
、
薬
草
の
種
子
や
苗
を
送
る
よ
う
要
請
す
る
。
翌

年
、
若
い
薬
剤
師
ホ
ー
デ
フ
リ
ー
ト
・
ハ
ー
ク
（
の
○
号
笥
巴

1
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ホ
ー
デ
フ
リ
ー
ト
・
ハ
ー
ク
と
一
七
世

紀
の
日
藺
交
流
に
お
け
る
薬
草
学
に
つ

い
て

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
ミ
ヒ
ェ
ル

題
画
の
ｏ
Ｅ
が
長
崎
に
着
任
し
た
。
長
崎
奉
行
・
松
平
甚
三
郎
の
要

請
で
、
ハ
ー
ク
は
一
六
七
○
年
、
阿
蘭
陀
通
詞
ら
と
と
も
に
長
崎

周
辺
で
数
回
に
わ
た
り
植
物
の
調
査
を
行
っ
た
。
通
詞
に
よ
る
報

告
書
の
写
本
と
し
て
、
二
度
の
調
査
結
果
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
「
薬
草
の
名
並
和
の
扣
」
）
。
一
回
目
の
調
査
で
は
二
四
種
、
二
回

目
の
調
査
で
は
一
二
種
の
薬
草
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
六
六
八
年
以
降
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
薬
草
の
種
子
や
苗
を
納

入
し
て
い
る
。
一
六
七
○
年
に
納
入
さ
れ
た
も
の
に
は
、
解
説
付

の
目
録
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
ハ
ー
ク
の
助
け
を
借
り
て

日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
ハ
ー
ク
は
植
物
の
多
く
が
、
オ
ラ
ン
ダ

か
ら
で
は
な
く
、
イ
タ
リ
ア
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
、
ジ
ャ
ワ
、

そ
の
他
の
東
イ
ン
ド
地
域
か
ら
来
て
い
る
と
説
明
し
た
。
翻
訳
作

業
は
困
難
を
極
め
、
通
詞
た
ち
の
出
島
商
館
で
の
本
来
の
仕
事
が

滞
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
植
物
の
種
子
の
発
芽
能
力
に
問
題
が
あ
っ
た

た
め
か
、
長
崎
奉
行
が
新
し
い
種
子
の
納
入
を
要
請
し
て
い
る
。

同
年
夏
、
ハ
ー
ク
は
長
崎
奉
行
の
要
請
で
、
自
分
の
生
誕
地
、

両
親
、
教
育
、
旅
行
、
外
国
語
や
植
物
の
知
識
に
つ
い
て
詳
し
く

述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
日
本
で
こ
れ
ま
で
よ
り
も

さ
ら
に
多
く
の
植
物
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
思
う
か
ど
う
か
質
問
を
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受
け
た
。
ハ
ー
ク
は
一
五
歳
の
と
き
か
ら
薬
局
で
働
き
、
四
○

～
五
○
種
の
薬
草
を
知
っ
て
い
た
。

彼
は
奉
行
や
通
詞
た
ち
が
、
彼
の
人
柄
や
能
力
に
対
し
疑
念
を

抱
い
て
い
た
こ
と
を
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
六
七
一
年
初
頭
、

彼
は
日
本
で
の
勤
務
を
解
い
て
も
ら
う
よ
う
申
請
し
た
。
バ
タ
ヴ

ィ
ア
の
上
司
は
こ
の
申
請
を
認
め
、
後
任
者
と
し
て
薬
剤
師
フ
ラ

ン
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
自
国
ロ
の
団
国
匡
国
）
が
日
本
へ
派
遣
さ
れ
た
。

し
か
し
驚
く
べ
き
こ
と
に
ハ
ー
ク
の
名
は
一
六
七
二
年
に
も
出
島

商
館
日
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
今
度
は
商
務
助
手
と
な

り
、
商
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ハ

ー
ク
が
最
終
的
に
い
つ
日
本
を
去
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

一
六
七
○
年
夏
に
彼
が
行
っ
た
日
本
の
植
物
の
調
査
に
関
す
る

通
詞
の
報
告
書
は
、
二
六
年
後
に
『
阿
藺
陀
外
科
指
南
（
元
禄
九

刊
匡
の
中
の
「
薬
草
口
訣
」
と
い
う
名
で
出
版
さ
れ
、
一
般
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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九
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）


